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ニアリング室の金子直裕室

長代行は、「OSSの有効利

用には、CTCが提供する各

種OSS関連サービスの活用

は欠かせません。CTCでは、

長年培ったオープン系シス

テムの構築・サポートノウ

ハウを活かし、企業・団体

等でのOSS活用に対して、

図１に示すようなトータル

サポートサービスをワンストップで

提供しています」と語る。

また、ITエンジニアリング室の河

合玲男アプリケーション基盤技術課長

は、「トータルソリューションプロバ

イダーとして、システムのライフサイ

クル全般にわたって、全社の各部門が

連携しつつ手厚いサービスを提供して

いるというのが最大の強みです。CSC

（カスタマーサポートセンター）へお

問い合わせいただくだけで、ハードウ

ェア、OS、ソフ

トウェア（OSS、

商用ソフト）の

それぞれのサポ

ートチームが連

携し、ワンスト

ップで問題の解

決を支援しま

す」と述べている。

手厚いサポートサービスを支えてい

るのがCTCの高い技術力だ。同社は

OSSへの長年の取組みを踏まえ、

LinuxやApache、JBoss、MySQL、

PostgreSQL、Ruby等、OSSに精通し

たエンジニアを多数擁している。Java

技術者の育成に加え、CTCでは早く

から全社施策としてOSS技術者の育

成・研修にも力を入れており、LPIC

（Linux技術者認定試験）及びRedHat

OSS（オープンソースソフトウェ

ア）は、ICTシステムのあらゆる領

域において活用されてきている。基

本ソフトウェアからWebサーバソフ

ト、APサーバソフト、データベース、

さらに最近ではサーバ仮想化ソフト

や大容量データを並列処理する

Hadoop、Ruby、Pythonといったプ

ログラミング言語なども利用され、

活用の幅が拡大している。このよう

にOSSの活用が拡大している最大の

要因は、TCOの削減とベンダーロッ

クインの回避だ。しかしOSSの活用

が拡大しているとはいえ、OSSに精

通した技術者のいない企業や団体に

とっては、パッチやバージョンアッ

プ情報の収集方法、脆弱な保守・サ

ポート体制など、商用ソフトウェア

の利用時には考える必要のなかった

課題を解決する必要がある。

CTCは、OSS活用の萌芽期から、

企業・団体等でのOSS活用に関する

コンサルティングソリューション提

案、システムの構築、運用・保守サ

ポートを行ってきた。OSSを利用し

たシステム提案を支援するITエンジ

検証から構築、運用・保守サポートまで、
OSSのトータルサポートサービスを展開

時代の先端を行くトータルソリューションプロバイダーとして、顧客のITライフサイクルのすべての場面で、最適なサービスを
提供する伊藤忠テクノソリューションズ（以下、CTC）。OSS（オープンソースソフトウェア）活用に対するニーズの高まりを受
け、システムの構築から運用・保守サポートまで、これまでの経験・実績に基づく高度な技術力を活かしたOSSのトータルサポ
ートサービスを展開している。

高度な技術力をベースにOSSの
活用を積極的に支援

全体概要

伊藤忠テクノソリューションズ㈱　ITエンジニアリング室

【左】室長代行（兼）ミドルウェア技術部長 金子直裕氏
【右】ミドルウェア技術部　アプリケーション基盤技術課長 河合玲男氏

●仮想環境・クラスタ環境でも構築可能 
●お客様の環境にあった設定を提案 
●構築時のサポート体制も万全 

OSS構築サービス 

●他製品保守と連携したサポートを提供 
●幅広いOS上のOSもサポート対象 
●従来からのノウハウを活かした安心サポート 

OSSサポートサービス 

●熟練エンジニアのノウハウをお客様へ 
●システムご担当者様を強力にサポート 
●お客様システムの可用性を最大化 

リモート オペレーション サービス 

●CTCの推奨構成で、即時構築・サービス提供 
●運用の「SEプロフェッショナル・サービス」 
●各種オペレーションもWebより即時に依頼可能 

クラウド サービス 

トータルコストダウン ワンストップ 選択可能 

図1 CTCのOSSトータルサポートサービスの全体概要

http://www.bcm.co.jp/


を中心にOSS関連資格の取得を積極

的に奨励している。現在、RHCE：84

名、RHCT：222名、RHCVA：12名、

LPIC-2：146名、同-3 Core：34名、

同-3 Specialty：４名のほか、Postgre

SQL技術者など数多くのOSS技術者

を擁している。

CTCは、OSSの活用からエンター

プライズプロダクトまで、顧客のニー

ズやクリティカル度にあわせて柔軟に

対応している。そして、プロプライエ

タリソフトウェアとOSSのそれぞれ

のメリットを活かしてつなぐことがで

きるというのがCTCの強みである。

このつなぎの部分や、SIにおける品質

確保や生産性向上を支えているのが開

発フレームワークを含めた独自のSI

標準体系「SINAVI」だ。

SINAVIは、開発、インフラ構築、

製品、保守、運用等、SIの多くをカバ

ーするCTCの強みを活かしたSI標準

体系である（図２）。SINAVIには、

Javaや.NETと並ぶ開発環境として

Rubyも採用されている。「CTCは、顧

客企業のビジネススピードに応えるた

めに、Rubyアソシエーション認定シ

ステムインテグレータとしていち早く

RubyやJRuby、Ruby on Railsに取り

組んできており、一般消費者向けサイ

トばかりではなく、顧客の業務を支え

るシステムまで、幅広くRuby開発に

対応しています。」（河合課長）

CTCは、OSSによるシステム開

発においてもSINAVIを活用するこ

とによって、QCD（品質・コス

ト・納期）の改善を図っている。

OSSのトータルサポートサービ

スの展開にあたって、複数OSSミ

ドルウェアの組合せ検証や、OSS

システムの可用性検証など、各種検

証作業が行えるテクニカルソリュー

ションセンター（TSC）を設けてい

ることもCTCの大きな強みだ。

「“自分たちが使う IT環境に、よ

り豊かな信頼性を”そんなお客様の

声から生まれたのがTSCです。サ

ーバ約400台、約70TBのストレー

ジ、約500台のネットワーク機器な

ど、最先端のマルチベンダー環境を

用意し、豊富な経験・実績・技術力

でお客様の検証を強力にサポートし

ています。」（金子室長代行）

なおCTCでは、各種Linux関連、

RedHat関連、Ruby、Ruby on

Rails、PHP、JBoss、PostgreSQL、

MySQL、Xen、Javaを使った開発

関連など、OSS関連の各種トレー

ニングサービスも提供している。
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CTCの強みを活かすSIプロジェクトの標準体系 

「開発標準」: 共通フレーム2007に対応したＣＴＣの開発プロセスで
す。工程の漏れ・抜けを防止して開発プロセスの品質を保ちます。テー
ラリングによる変更を前提とする自由度の高い標準です。各工程の成
果物のサンプルやテンプレートを提供します。 
「インフラ構築標準」: CTCのインフラ構築作業の品質を保持するため
の標準プロセスです。 

SINAVI（M）： Methodology

「フレームワーク」： プログラミングのフレームワークです。製造工程の
技術リスクを低減し、プログラム品質と生産性を向上させます。フレー
ムワークはプログラム言語別にJava、JavaScript、.NET、Ruby、Flex
を用意しています。 
「ツール」： 検証で有効性を確認済みのPMO推奨ツールです。静的テ
スト、動的テスト、負荷テスト、構成管理等のツールを用意しています。 

SINAVI（E）： Environment

「SIプロセスガイドライン」： 健全なプロジェクト推進に必要なプロジェ
クト管理のポイントをガイドします。 
「見積レビューガイドライン」： 見積内容の漏れ・抜けを防止するための
ポイントをガイドします。 
（※）SINAVI（P）は社内限定資料です。 

SINAVI（P）： Project Management

「CQMS」： ISO9001に適合し、SI（開発・インフラ構築）やシステム運
用における品質管理の仕組みを規定しています。また、品質に関する組
織の統制、管理活動も規定しています。 

SINAVI（Q）： Quality Management

HP, Sun, Rackable, Stratus 等 

サーバ 約400台 

NetApp, EMC, HITACHI, Sun, HP 等 

ストレージ 約70TB

OS

ミドルウェア 

総ラック数 

Cisco, AVAYA, F5 等 

Avalanche, IXIA, TestCenter, N2X 等 

Solaris, Windows, Linux, HP-UX

Oracle, VMware, Symantec, JP1, OpenView

ネットワーク 約500台 

測定器 約20台 

180ラック 

ネットワークエリア 

ルータ／スイッチの単体検証か
ら、コンタクトセンター類似環境ま
で、ネットワーク関連の機材を取り
揃えている。 

検証ルーム 

各種検証ルームからマシン内の機
材に接続し、完全に独立したネット
ワークを構成することも可能。 

サーバエリア 

エンタープライズ、ブレードからエ
ントリークラスまで、豊富に用意。 
 

ストレージエリア 

検証用に各社ストレージ製品
（SAN/NAS/DAS）を豊富に取
り揃えているため、異機種間にお
ける接続性の検証や性能比較が
実施可能。 

図2 OSSによるシステム開発に自社のSI標準体系「SINAVI」を活用

図3 CTC テクニカルソリューションセンター（TSC）の概要

OSSによるシステム開発に独自の
SI標準体系「SINAVI」を活用

最先端のICT環境での検証作業
を可能にするTSC

http://www.bcm.co.jp/
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